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『

看
聞
日

記
』

応
永
二

十
八

年
（
一

四

二
一
）

六
月
十
五

日
条

○

庶
民
が

多
数
亡

く
な
っ

た

こ

と
に

対
し

て

大
光
明

寺
（

伏
見
宮
家
菩
提

寺
）

で

施
餓
鬼、

ま
た

庶
民
が

勧
進
し
て

五
山
以
下
の

寺
々

で

も
施
餓
鬼

。

天

文
五

年
（

一

五

三

六）

七

月
天

文
法
華
の

乱

八

月
十
九

日
、

戦
亡
施
食
を
清
水
寺
で

修
す
る

。

乱
後
す
ぐ
に

施
餓
鬼

。

　
お
わ

り
に

室
町
時
代
に

お

け
る
戦
死
者
慰
霊
方
法
と

し

て

の

施
餓
鬼
の

隆
盛

。

鎮
魂

の

機
能
が

期
待
さ
れ、

盆
行
事
と

し
て

も
定
着
し
年
中
行
事
化

。

江
戸
の

笑
い

と

死

安
永
期
小
咄
本
の

死
生
観

−

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

大
村

　
哲
夫

　

現
代
日

本
人
に
見
ら
れ
る

宗
教
意
識
・

行
動
の

特
徴
の
一

つ

は、

特
定

の

宗
教
は

信
仰
し
な
い

が
墓
参
や
初
詣
な
ど

寺
社
へ

の

参
詣
は

欠
か
さ
な

い

こ

と

と
い

わ

れ
る

。

こ

う
し
た
一

見
矛
盾
す
る
宗
教
観
や
宗

教
行
動
は

ど

の

よ

う
に
し
て

形
成
さ
れ

た
の

で

あ
ろ

う
か

。

筆
者
は

宗
教
心
理
学
の

観
点
か

ら
、

こ

う
し
た
日

本
人
の

宗
教
行
動
や

宗
教
性
（
個
人
を
超
越
し

た

存
在
や
問
題
へ

の

合
理

性
に

捉
れ
な
い

態
度
）

が、

死
を
目

前
と
し

た

終
末
期
の

死
の

受
容
や

災
害
な
ど

危
機
の

受
け
止
め

な
ど
に

当
た
っ

て
、

無
意
識
の

中
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て

い

る
こ

と
に

注
目
し
て

き
た

。

そ

こ

で

そ
う
し
た

宗
教
観
や

宗
教
性
の

源

流
を

尋
ね
て

近
世

庶
民
の

死
生

観

を

探
ろ

う
と
す
る

と
、

そ

れ

が

殊
の

外

困
難
で

あ
る

こ

と
に

気
付
か

さ

れ

る
。

為
政

者
や

宗
教
者
と

異
な
り

、

庶
民
に

は

自
ら

の

思

想
を

表
明
す
る

機
会
が
少
な
か
っ

た
か

ら

で

あ
る

。

　

そ

こ

で

筆・
者
は

江
戸
期
の

笑
話、

安
永
期
小
咄
（
こ

ぱ
な
し

）

本
に

注

目

し
た

。

小
咄
は
、

一
、

江

戸
に

お

い

て

出

版
さ
れ

た

『

鹿
の

子

餅
』

（
木
室

卯
雲
一

七
七
二
）

を

流
行
の

魁
と
し

て
、

天
明
の

饑
饉
や

寛
政
の

改
革
で

終
焉
す
る

ま
で

の

お
よ

そ
十
年
聞
に
限
定
し

て

行
わ
れ

た

笑
話
の

ジ

ャ

ン

ル

で

あ
る
こ

と
、

二
、

「

多
く
対
話
で

咄
を
進
め

、

余
韻
を

後
に

残
す
会
話
止
め

で

サ
ゲ
て

お
り、

省
力
を
重
ん

じ
た

簡
潔
さ

が

目
立
つ

」

（
武

藤
禎
夫
一

九
八

七）

と

し
て

他
の

地
域
・

時
代
の

笑
話
と

区

別
で

き

る

こ

と
、

三
、

小
咄
は

庶
民
の

な
か
で

製
作
さ
れ、

庶
民
が

楽
し
ん
だ
も

の

で

あ

り、

「

笑

う
」

と
い

う
行
為
に

は

著
者
（
編
者
）

と

読
者
の

問
に

価
値
観
の

共
有
が

不
可
欠
で

あ
り、

当

時
の

死
生
観
が
反
映
さ
れ
て

い

る

と

考
え
ら
れ

る
か

ら
で

あ
る

。

　

筆
者
は
一

七

七

ニ

ー
一

七
八
一

年
に

江
戸
で

出
版
さ
れ
た

小

咄
本
五

十

三

冊
に

収
録
さ
れ

た
二

八
四
三
話
の

小

咄
を
対
象
に
分
類
・

分

析
を

行
っ

た
。

そ
の

結
果、

江
戸
小
咄
に

お
い

て

死
を
テ

ー

マ

と
し
た

話
は
全

体
の

一

〇・
五

％

に

み

ら
れ

た
。

死
の

話
の

う
ち
殺
人
に
関
わ

る

話
題

が
三

〇
・

二

％
と
最
も

多
く
な
っ

て

い

る
。

こ

れ
は

現
代
人
の

感
覚
か
ら

見
る

と
、

笑
話
と
い

う
性

格
の

文
芸
と
し

て

は

高
い

割
合
を

示
し

て

い

る

と

考
え

ら

れ
る
が

、

か
ら
り
と

仕
上
げ
ら

れ
て

お

り
悲
劇

性
は

感
じ
ら

れ
な
い

。

次

い

で

自
死、

臨

終
・

死
、

寿

命
、

死
後
世
界
や

霊
魂
に

関
わ
る

話
が

多
く

み

ら
れ

た
。

自
死

の

原
因
は
、

経
済
的
行
詰
ま

り
な
ど

現
代
と

共
通
す
る

も
の

も

あ
る

が
、

異
な
る

も
の

も

あ
る
。

例
え
ば

現
代
で

は
、

原
因
・

動

機
の

う
ち

「

健
康
問
題
」

が

最
も

多
く、

自
死
者
全
体
の

約
半
数
と

な
っ

て

い

る

（
警
察
庁
二

〇
一

こ

が
、

小
咄
の

中
に

は

「

健
康
問
題
」

は

全

く
見
ら

れ

な
か
っ

た
。

そ
の

反
面、

自
死
の

う
ち
三
一
・
○
％

が
「

心

中
」

で

あ
る

な
ど
、

男
女
の

相
対
死
の

割
合
が
多
風
な
っ

て

お

り、

禁
断
の

恋

愛
に

死
ぬ

当
時
の

美
学
が

反
映
さ

れ
て

い

る
と

も
考
え
ら

れ
る

。

長

寿
を

願
う
心
情
に

基
づ

く
話
も
多
く、

「

長
寿
11

幸
福
」

と
一

般
的
に

受

け
止
め
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ら
れ

て

い

た
こ

と
が

窺
わ
れ

る
。

医
療
や
科
学
が

進
歩
し

長
寿
を

実
現
し

た

現
代
に

あ
っ

て
、

か

え
っ

て

「

健
康
問
題
」

を

動
機
と
し

て

死
を

選
ぶ

と
い

う
現
実
に

、

現
代
社

会
の

皮
肉
な

矛
盾
を

感
じ

ざ
る

を
え

な
い

。

ま

た
一

例
の

み

だ
が

、

他
人
に

迷
惑
を
掛

け
ず
に

死
に

た
い

と
い

う
願
望

通

り
に

「

頓

死
」

し
た
話
も

あ
り

、

こ

れ
は

現
代
の

ピ

ン

ピ
ン

コ

ロ

リ

信
仰

な
ど
に

つ

な
が
る

心

性
で

あ
る

と

考
え
ら
れ
る

。

死

後
世

界
や

霊
魂
に

関

わ
る

話
が
、

死
の

話
の
一

七・
四

％
を

示
す
こ

と
か
ら、

小
咄
が
創
作
文
芸

で

あ
る

こ

と
を
考
慮
し
て

も、

当
時
の

江
戸

庶
民
の

心
性
が
死

者
や

あ
の

世
に

対
し
て

親
和
的
で

あ
っ

た
こ

と

を

う
か
が
い

知
る

こ

と
が
で

き
る

。

　
こ

れ

ら
の

こ

と
か
ら

十
八

世
紀
後
半
の

江
戸
庶

民
の

死
生
観
は

、

長

寿

と

い

う
幸
福
を
願
っ

て

い

た

こ

と
、

し
か
し
経
済
的
あ
る
い

は

面
目
が
立

た

な
い

な
ど
人
生
に
行
詰
ま
っ

た

場
合
は、

死
を
選
ぶ

も
や

む

な
し
と

す

る

な
ど、

生
と

死
の

問
の

閾
は

低
く、

死
へ

の

親
和
性
は

高
か
っ

た

こ

と

が

推
測
で

き
る

。

地
蔵
盆
と

両
墓
制

ー
兵
庫
県
豊
岡

市
竹
野
町
の

事
例

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

清
水
　
邦
彦

　

両
墓
制
を
残
す
兵
庫
県
曲

豆

岡
市
竹
野
町
須
谷
の

地

蔵
盆
を

分
析
す
る

こ

と

を
手
掛
か
り
に、

地

蔵
盆
が

先
祖
供
養
か

ど

う
か

を

考
察
す
る

。

竹
野

町
の

地
蔵
盆
を

取
り
上

げ
る

理
由
は

、

以
ド

の

通
り
で

あ
る

。

滋
賀
県
の

地

蔵
盆
を

分
析
し
た

林

英
】

は
、

地

蔵
盆
に

は

概
し

て

先
祖
供

養
の

要

素

は

見
当
た

ら

な
い
、

と

し

た
。

一

方
、

但
馬
地

方
の

地

蔵
盆
を

分
析
し
た

大
森
惠
子
は
、

地
蔵
に

捧
げ
る

盛

り
物
の

分
析
か
ら

「

地

蔵
盆
は

祖
霊

祭

で

も
あ
っ

た
だ

ろ

う
」

と
述
べ

た
。

調

査
対

象
地
域
が

異

な
る

と
は

い

え
、

両
者
の

結
論
は
一

八
〇
度
異
な
る
、

こ

の

疑
問
を
持
っ

て
、

二

〇
一

○

年
及
び
一
一

年
八
月
下

旬
の

土
・

日
曜
日、

京
都
の

地

蔵
盆

調
査
を

行

っ

た
。

地

蔵
に

捧
げ
る

供
物
が
盆
供
と

同
様
で

あ
る

点
を

除
け
ば

、

京
都

の

地

蔵
盆
に
於
い

て
、

先
祖
供
養
的
要
素
は

皆
無
で

あ
っ

た
。

京
都
の

地

蔵
盆
は
、

子
供
を

遊
ば
せ

る

こ

と

を
主

眼
と

す
る

。

　
二

〇
一
一

年
八

月一
＝ 、

百
、

大
森
の

調
査
地

域
の
一

つ

で

あ
る

、

兵
庫

県
豊

岡
市
竹
野
町
竹
野
に

赴
い

た

が
、

地
蔵
盆
を

行
っ

て

い

る

気
配
が
一

切
感
じ
ら
れ

な
か
っ

た
。

地
元
の

方

に
お
聞
き

し
た
と
こ

ろ、

「

現
在

、

竹
野
で

は

地

蔵
盆
に

特
別
な
こ

と
は

行
わ
な
い

。

た
だ

墓
参
り
を
す
る

だ

け
で

あ
る
」

と
の

こ

と
だ
っ

た
。

そ
こ

で

竹
野

字
上

町
に
あ
る

竹
野
浜
自

治
会
の

共

同
墓
地
に

赴
い

た
と
こ

ろ
、

墓
参
り
の

方
が

散
見
し、

入
口

の

お
堂
に

立
つ

地

蔵
に

は
た
く
さ

ん

の

供

物
が

捧
げ
ら
れ

て

い

た
。

墓
参
り

の

方
に

お
聞
き
し

た

と
こ

ろ
、

「

こ

れ
は

地
蔵

盆
で

あ

り、

先
祖
供

養
で

あ
る
」

と

の

こ

と

だ
っ

た
。

し

か
し、

疑
問
は

残
る

。

竹
野
で

は

地
蔵
盆

に

先
立
つ

八

月
十
五
日
に

仏
送
り
が
行
わ

れ
る
か
ら
で

あ
る

。

　
そ
こ

で

二

〇

＝
一
年
八
月
二一
二

日、

竹
野
町
須
谷
の

地

蔵
盆
を

調
査
し

た
。

須
谷
の

地
蔵
盆
は
、

下
の

地
蔵
・

車
堂
の

地

蔵
・

埋

葬
墓

地
へ

の

道

の

入
口

に
あ
る
六
地
蔵
・

埋
葬
墓
地
入
口

に
あ
る
地

蔵
・

石
塔
墓
地
の

あ

る

円
通

寺
（

臨
済
宗
）

・

院

森
神
社
向
か
い

に

あ
る

地

蔵
堂
の

六

箇
所
を

家
族
で

回
り、

地

蔵
に

供
物
を
捧
げ
る

も
の

で

あ
る

。

埋

葬
墓
地
は、

西

谷
と

書
い

て
、

「

ニ

シ

ン

ダ
ニ

」

と

呼
ば
れ

る
。

地

蔵
盆
の

際
、

埋

葬
墓

地
に

は

入
ら

な
い
。

逆
に、

お

盆
の

際
に

は
、

埋
葬
墓
に

供
物
が

捧
げ
ら

れ
、

入
口

の

地
蔵
に

は

供
物
を

捧
げ
な
い
。

石
塔
墓
は

「

ラ

ン

ト
ウ
」

と

呼
ば
れ

る
。

ラ

ン

ト
ウ

に
も
地

蔵
盆
の

際
に

は

供
物
を
捧
げ
な
い

。

地
元

の

方
は、

「

地
蔵
盆
は

先
祖
供
養
で

あ
る
」

と

云
っ

て

い

た
が

、

単
純
に

学
術
用
語
と
し

て

先
祖
供
養
と
云
っ

て

し
ま
っ

て

良
い

か
疑
問
が

残
る
。
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